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諸外国におけるカジノ規制の特徴
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各国固有の規制と制度
（国、地域毎に異なりうる）

賭博行為は明らかにサービスの提供。但し、公序良俗
を保持し、国民を保護することは国家の専権。国による
規制や課税権は、国際条約や共同市場の対象外。

• WTO-GATS（サービスの貿易に関する一般協定）：「賭博行為は”その他のサービス”」。但し、公
序良俗･社会秩序の維持に関する法的管轄権は例外。

• EU条約第49条（域内サービス供給の自由）：賭博行為は例外的に各国が法的管轄権を保持。
• 米国連邦憲法第10改定（連邦政府権限の制限）：賭博行為の管轄許諾権は州政府。

遊びの用具やルールは共通化、
共通的な規範が存在
（規制の考えは収斂する方向に）

さいころやトランプ等の用具、ゲームやゲームのルール
の共通化･一般化（どこへいっても同じようなゲームが
楽しめる）。

国際的な拘束力のある規範や条約の対象外となる分野。地域特有の文化、歴史、社会に根ざし、地位固有の
管轄権や課税権が存在。一方、賭博行為に関する規制の考え方は段階的に収斂していく方向に。



供給の量と質の規制はカジノ規制の基本
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• 市場に供給される量と質を規制の対象とし、コントロールする。
 制限的に認め、確実な政策目的の達成を期する。

• よって、設置地点・施設数に制限を設けることが世界の常識。但し、多様な考え方が存在する。
① 予め設置地点/設置数を決める。
② 一定地域にゾーニング（区域）を設定し、この区域内に限定した数の施設を設ける。
③ 市場に提供される事業者数（ライセンス数）を制限する。
④ 市場に提供される施設数のみを制限する。
⑤ 市場に提供される施設のゲーミングフロアのテーブル機械台数等を制限する。

• 設置地点の選定は地域社会の合意形成の仕組みを伴うことが先進国の最近の趨勢。

• ゲーミングハブ（複数カジノ施設の集合的立地）の可否：

 市場を拡大し、売り上げ増につながる可能性はあるが・・・カジノ施設間の過剰な競争は消
費者余剰だけではなく、否定的効果もあるとする議論も存在（→競争制限施策）。

• 米国ネバダ州（主体の適格性のみを免許の対象とし、事業者数・施設数・設置地点に原則制
限を設けない）。 2016年273施設（出所：AGA）

• フランス（避暑地・観光地等一定の要件を満たす基礎的自治体（コミューン）が事業者を公募
で選定、内務省がこれを審査し、適格性を満たす場合、免許付与（要件定義はあるが数の制

限はない）。 2016 年199施設（出所: ECA）

カジノ規制の基本

例外（量を規制しない）
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量の規制：施設規模規制・施設等規制

ゲーミングフロア規制：
• 施設規模規制： ゲーミングフロア敷地面積を絶対値としての面積で上限を制限する、あるいは全体複合観光施設面積に

対しての一定比率内に上限を制限する、あるいはこれらを組み合わせる（絶対値基準＋一定比率基準）施策等。
• 母数としての全体施設の内容や規模のイメージ（施設要件や施設機能要件）がない限り、機能しにくいという難点がある。

テーブル設置数・設置機械数規制：
• ゲーミングフロアに設置される機械・テーブルの台数の上限を設けること等により、結果的にゲーミングフロアの規模を限

定するという施策もある。

• 総量規制（増減は認可の対象）により、賭博行為の供給総量を規制するという考えになる。

ゲーミングフロア・レイアウト規制：
• どうレイアウトを考えるかは原則事業者の裁量。但し、申請の上、認可の対象。変更も同様（監視や警備の在り方、顧客入

退出管理、火災や震災等の退避計画や安全計画等も規制の対象）。 監視システム設置義務、画像記録保管義務等が関
連する。

全体供給量を施設規模や施設のあり方を通じ、規制し、制限する考え方が諸外国では通例。
（施設総数のみならず、個別施設の規模や施設の在り方をも規制する）
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質の規制①：健全性・安全性を担保する三要素

参入規制・
入場参加規制

取り消し可能な
免許（ライセンス）等

運営・行為規制・
内部管理規則

（全ての行為と手順、使用機械
器具等は認可の対象）

厳格な監視と法の執行

（監視・監査・検査
による違法行為の

監視と摘発）

厳格な運営･行為規制とコンプライ
アンスの仕組み ペイしないと誰も悪事はやらない

背面調査により、参入主体の清廉潔癖性を検証し、免許により担保する
（Suitability Test）、好ましくない顧客を入場時点で排除する

リスクのある主体を入れさせない（内部者も、顧客も）

変なこと（不正・違法行為）をさせない 悪事は必ず露見し、厳罰に処する
仕組みを作る
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質の規制②：行為規制の考え方

ゲーミングフロア
（行為制限区域）

附帯施設区域
（バックヤード）

• 顧客とのゲームが行われる場
で、あらゆる行為は規制の対
象、死角の無い全域常時監視
の対象（VIPルームやケージと
呼ばれるキャッシャーはフロ
アの一部になる）

• ゲーミングフロア内もしく
は直接リンクする区域に
設置される運営に不可欠
の附帯施設（監視室、紙
幣計測室、警備室カウント、
職員食堂、休憩室、制服
ラウンドリー等）

カジノ施設

監視対象区域

行為規制

関連しうる主体（事業
者とその構成員、顧
客等）の行為規制

施設・機材等規制

制限区域、施設、使
用される機材・器具・
システム等の規制

主体規制

関連しうる主体に関
する参入規制（免許、
認可、背面調査等）

第三者関与規制

周辺機能や関連サー
ビスを委託すること
に対する規制

一定制限区域内におけるあらゆる行為は全て規制と監視の対象とする考え方を採用する。
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事例：監視制度

カジノ管理機構
（CRA,規制機関）

カジノ事業者

監視計画

① 監視区域の設定
② 施設、機械、器具、備品等リス

ト提出
③ モニタリング活動の定義
④ 活動内容（不正摘発、不審行

為の監視、顧客・職員監視）
⑤ 維持管理運営手法

要件定義
（規制機関が変更する場合、30
日以内に準拠義務）

監視計画の提出

監視計画の認可
（修正指示の場合、30日以内
に再度申請）

① 一定期間記録保存義務、査察官による映像記録の提出要求・押収権
② 規制機関による監視施設の設置権、既存の機械・システムを暫時的に排除できる権利
③ 規制機関独自の監視システムを設置できる管理（事業者による協力義務）
④ 査察官によるゲーム一時停止権

事例：シンガポールCasino Control （Surveillance） Regulations 2009

数千個の固定式・可動式カメラにより、常時ゲーミングフロア、一部バックヤード施設全体や周辺を監視し、不審な
行為をチェックする仕組みを民に構築させる。

事業者による自主管理を基本としつつ、全体を管理・監督する仕組みと規制を設けることが通例。
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事例：疑似金融行為

カジノ事業者 顧客

顧客勘定開設

テーブル・ケージ

フロントマネー預託、送金、与信（審査・付与）、与信枠確約、清算

マーカー、チップ貸与、賭け金行動、マーカー清算
実際の資金移動

勘定によるマネーフ
ロー把握

FATF勧告（2003年）12項a）によりカジノは疑似金融事業者として金融機関と同等の厳格な規制の対象となる
（但し、カジノは金融機関ではない）。

顧客の賭け金行動が複数の固有な手段によりなされ、優れて金融的な行動を含むことがカジノの特色だ
が、全て規制の対象になる。
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事例：特殊な取引

9

小切手現金化特権
Check Cashing Privilege

クレジットライン
Credit Line

フロントマネー
Front Money

マッチング・クレジット
Matching Credit

ケージで小切手を現金化する行為（通常顧客が予めカジ
ノ事業者に支払銀行口座情報と共に事業者が残高を銀
行に照会することを許諾する申請をして、認める。小切手
は受領翌銀行営業日に銀行経由取り立て。

カジノ事業者が顧客に対し融通できる与信の枠を設定
する行為（予め顧客による申請、審査を経て、一定の書
類に著名を求め、認める）。

顧客がカジノ事業者にカジノで使用する目的をもって予
め現金ないしは小切手を預託する行為。ケージやテーブ
ルでこの枠内でチップに交換、退場時精算する。

フロントマネーと同額のクレジットラインを設定する行為
（仕組みはクレジットラインと変わらない）。

与信（クレジット）；チップ供与という形式をとる無金利、無担保貸付行為。但し、用途を制限しない資金貸付
とは異なる。チップは遊びのツールで、他の用途には使えない。
（①リスクは高い、②回収できない場合、不良債権化）

（注）我が国は優れて現金社会で、小切手等は一般的に流通する手段ではなく、あまり関係ない。
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事例：与信取引（内部管理の仕組み）

顧客による与信
（Credit）申請

（所定申請書類に
記入・提出）

カジノ事業者による
審査

（カジノ与信部）

• 氏名・住所
• 生年月日
• 税申告ID番号
• 雇用履歴
• 利用銀行名
• 利用銀行口座番号

• 銀行照会
• 与信調査会社への照会

• マーケッテイング部門に
よる与信度確認状

与信価値審査個人情報収集

特定顧客に対する
与信枠付与判断

与信付与判断

• 対顧客クレジットライン
の設定

• 公的機関発行ＩＤ写し
要求（個人情報データ
のコンピュータ登録）

実際の与信枠供与

与信供与

• クレジットライン付与契約

• クレジットライン枠内での
マーカー（引き出し確認
状）発行

• チップ貸与

如何なるカジノ事業者も固有の与信付与判断基準・許可方針・手順等がルール化されている（主要カジノ事業
者はクレジット申請書類をWebで公表している）。

低額与信行為の場合には、銀行残高の確認、過去の債務残高、カジノにおける過去の貸し借り等
を第三者機関や銀行より情報を得てチェックし、判断する。
高額の場合、与信付与委員会等企業内組織の決済を必要とすることが多い。
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参考：IR事業者・典型的組織

典型的なカジノを含むIR事業者組織図

事業規模の大小により組織は異なる。概ね機能分けした下記の如き考えが組織運営の基本になる
（注）具体の企業組織は、組織次第で千差万別であり、固定的な考えがあるわけではない。

法遵守委員会監査委員会役員会

法遵守担当役員社長/COO

財務経理担当
副社長

マーケッテイン
グ担当副社長

他事業部門担
当副社長

法務担当

副社長

総務担当

副社長

カジノ運営担当

副社長

警備担当

副社長
技術担当役員

社長補佐役員

（財務経理部門）

• 企業の財務会計関
連を包括的に管理

（ゲーム運営部門）

• カジノ部門の運営所掌
（テーブル、スロット、ビン
ゴ、ケノ等）

• 組織の規模次第で呼称
や詳細組織は変わる

（人事、労務、教育、
総務）

（技術部門）

• カジノの技術関
連部門（ITC,シ
ステム、電気、
機械）

（警備・監視部門）
• 監視
• 警備

（ライセンス、法遵守、政
府関係）

• Chief Legal Officerと
して企業・ゲームに
関する法遵守

• ライセンス、規制当
局対応、訴訟等法
務事項

（マーケッテイング
部門）
• 広告

• ロイヤルティプ
ログラム

• 顧客データ
ベース

• 販売・マーケッ
テイング

（その他事業部門）
• MICE等会議施設
• ホテル
• 飲食
• 物品販売等

注目点：
① 労働集約型（大きな雇用吸収力）
② 監視や法遵守に係わる組織

の重要性
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参考：カジノ部門・典型的組織

典型的なカジノ運営部門組織図

カジノ運営部
門副社長

テーブルゲー
ム部門長

ケノ部門長 ビンゴ部門長
スポーツブッ
キング部門長

スロット運営
部門長

シフトマネー
ジャー

スロットフロア
パーソン

機械担当長

カジノ開発部
門長

シフトマネー
ジャー

21 & ルーレット
ピットボス

バカラマネー
ジャー

クラップス

ピットボス

ポーカーマネー
ジャー

• ゲーム種毎に組織を構成することが基本。如何なるゲームミックスを提供するかにより、組織自
体は大きく異なる（テーブル、スロット、ケノ/ビンゴ・スポーツブッキングは明らかに、ゲームの態
様、運営の在り方、関連するリスクも異なる為、峻別した下部運営組織とすることが基本）。

• 大枠毎に包括的管理職が置かれ、シフトが必要となる部門（テーブル並びにスロット）にはシフト
責任者が置かれ、その下に、ビットボス、フロアーマネージャー、デイーラーという階層組織が構
築される（テーブルは最大の雇用セグメントになる。一方、スロットは電子化、オンライン化が進み、
雇用力はかなり減退している）。

カジノ開発部門（新種ゲー
ム、新たな機材機械システ
ム等の導入検討等）

• カジノ運営の総責任者（職員監視、雇用、規律の保持等を含む）
• 顧客与信を審査する与信委員会（Credit Committee）を掌理する。

不良債権判断、売上予測、予算策定、施設機材更新等判断

注目点：
①専門職種の多さ
②監視・管理の仕組み
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参考：テーブルゲーム・職種

テーブルゲーム・マネージャー

シフト・マネージャー

ピットボス・マネージャー

フロアパーソン・スーパーバイザー

ボックス･パーソン

デイーラー

ピットクラーク

テーブルゲームのすべての活動に責任を有す（職員監視、雇用、規律保持を含む）。

通常8時間のシフトにおけるテーブルゲーム職員の監視監督（現場における与信追加判
断、コンプ付与判断、対顧客係争処理等をも通常担うことが多い）。

ピットと呼称される一定区画におけるゲームの運営と規律の維持を担う。顧客のレーテイ
ング、インベントリー監視、対顧客コンプ付与等も担うことがある。

同様に一定区画におけるゲームの運営と規律の維持を担う。複数のテーブルを監視し、
ピットボスに報告。

クラップに配置される。特定のゲームに関し、ルール適用の誤りを指摘、テーブルインベ
ントリー、与信状況等をチェック。顧客の追加与信要請をフロアパーソンに報告。

カジノの規則、方針、手順に基づき、一定のゲームの運営を担う。ゲームの運営に責任
を負い、顧客との間で現金-チップ交換を担う。与信、マーカーのチェックと付与、不法行
為や通常ではない取引報告義務等。

ピットの台におり、取引の記録、顧客与信リミット、マーカー取引、通貨取引報告、ケージ
との間で与信関連報告等を担う。

テーブルゲーム部門は労働集約的でかなりの職員を必要とする。デイーラーだけではなく、相互監視と牽制の仕組み
が存在する（8時間シフト毎にこれら職員が存在）
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参考：カジノ事業者の収益の源泉

顧客をできる限り楽しませる
（顧客にとり高い確率的期待値～長く遊
べる）

顧客に勝ってもらいできる限り長く
滞在してもらう
（顧客に勝たせる）

楽しくあそばせる
（多様なゲーム種、多様な遊び方と選択
肢の提供）

次回リピーターとして来てもらう
（安定的、継続的な顧客の確保）

① ハウスアドバンテージ
（薄い確率的なコミッション）

① 大数の法則

② １（胴元）対∞（顧客）。

顧客を勝たせて、楽しませ、できる限り長く滞在させることがカジノの収益を最大化する。
（カジノ事業者と顧客は敵対的な関係ではない。顧客をのめりこませたりすることは、企業にとりメ
リットとはならない）

① 顧客を惹きつける施設や
サービスの魅力

② 消費のシナジー効果
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許諾ゲーム種の考え方

ゲーム種・ゲームのルール（配当の考えを含む）：
• 許諾ゲーム種を法や規則で定める場合も多いが、事業者の申請に基づき、カジノ管理委員会の専権的な許

諾事項とすることが適切。
• 判断基準：顧客にとり確率的に公正・公平なゲームか。
• カジノ事業者が管理し、実施するゲームで、顧客同士の賭け事に帰結するゲーム種は認められてしかるべし

（例：ポーカー）。
• 個別許可の対象となりうるゲーム種：

 リンクド・ジャックポット：複数の機械をリンクし、賭け金をプール化し、より高額な賞金を狙える電子
ゲームのシステム

 トーナメント：イベントとして実施される顧客同士の勝ち抜き戦（納付金、費用等は参加費から控除）

技術の進展・新たなゲーム種への対応は柔軟であるべき：
• ゲーム自体の進化、新しい遊び方やルールの提案は常に生まれる。柔軟に対応すべき。
• スキル＋僥倖の電子式ゲームの登場（常に進化する電子式機械ゲーム市場）。
• 日本の伝統的な賭博種（花札賭博、丁半賭博、チンチロリン等）：理論的には可能だが、クリーンなイメージか

ら遠く、果たして、国民の一般的感情からして許容すべきかとする視点もある。

別途制度的枠組みが必要となりうるカジノ・ゲーム種（IR実施法での許諾は難しい）：
• クルーズカジノ、インターネットカジノ、スポーツベッテイング
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